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■ 安全に正しくお使いいただくために 
ご使用前に必ずこの取扱説明書をよくお読みになって、正しく安全に

お使いください。また、お読みになった後は、いつでも見られるように

必ずお手元に保管してください。あなたと他の人々への危害や財産

への損害を防ぐために、必ずお守りください。 

 

電池について 
◎ 電池の＋と－の向きは正しくセットしてください。 

◎ 長時間使用しない場合は、電池をはずした状態にしてください。 

◎ 使用済みの乾電池を再充電しないでください。 

◎ 加熱、分解をしたり、火や水の中に放置しないでください。 

◎ ネックレスなどの金属物と一緒にしないでください。 

◎ 被覆のはがれた電池は使用しないでください。 

◎ 新しい電池と古い電池が混在した状態で使用しないでください。 

◎ 取り扱いを誤ると、電池の液漏れにより、火災や周囲汚染の原因

となります。 

◎ 液が体についたときは、水でよく洗い流してください。 

◎ 小児の手の届かないところに保管してください。 

 

免責事項 
◎ 商品の故障、誤動作などの要因により、録音の消失や無録音など

において、発生した損害などの付随補償については、当社は一切

その責任を負いかねますので、予めご了承ください。 

◎ 製品の誤った使用により生じた損害、著作権の侵害などによる請

求には、当社は一切その責任を負いかねますので、予めご了承く

ださい。 
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本機について 
◎ 分解や改造をしないでください。 

◎ 機器が故障したり、金属物が入ると、火傷や感電、火災の原因とな

ります。 

◎ 製品を落としたり、衝撃を与えたりしないでください。故障の原因と

なります。 

◎ 自動車やバイク、自転車などの運転中に使用しないでください。交

通事故の原因となります。 

◎ 歩行中でも周囲の交通にご注意ください。 

◎ 以下のような場所には保管しないでください。故障や事故の原因と

なります。 

 ６０度以上の高温になる場所 

 火気付近 

 窓を閉め切った車内（特に炎天下） 

 浴室などの湿度の高い場所 

 ほこりの多い場所 

◎ 液晶画面に過度の力を加えないでください。画面や機能を損傷す

る原因になります。 

◎ クレジットカード・キャッシュカードなどの磁気を帯びた物をスピーカ

ーに近づけないでください。相互故障の原因となります。 

◎ 航空機内や病院など電子機器の使用を禁止された場所では使用

しないでください。電子機器や医療用機器へ影響を与えることがあ

ります。 

◎ 修理、その他による原因で消去されてしまった録音内容、データに

ついては、当社は責任を負いかねます。 

◎ 音量を上げすぎないでください。大音量で長時間続けて聞くと、聴

力に影響を与える可能性があります。 

◎ 小児の手の届かないところに保管してください。 

◎ 水に濡らさないでください。 
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著作権について 
◎ 私的用途以外で、著作権、歌唱、あるいは演奏・公奏などの録音

物を複製したり、無断で録音することは法律などにより禁じられて

います。 

 

録音についてのお願い 
◎ 取り直しの利かない録音の場合、必ず事前に録音テストをしてくだ

さい。 
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■ 主な特長 
◎ MP3 で高音質・長時間録音 

◎ MP3 デジタルオーディオプレーヤーとしても活躍 

◎ 小さすぎない手のひらサイズでボタン操作も簡単 

◎ FM ラジオの受信・録音が可能 

◎ パソコンに簡単に接続でき、USB リムーバルメモリとしても活用 

◎ 大音量・高音質スピーカー搭載 

◎ わかりやすいアイコンメニューを採用 

◎ 録音中の音声がイヤホンから聞けるモニター機能搭載 

◎ その他の機能 

VOS(静音機能) / ダイレクトエンコーディング機能 / イコライザ機

能 / 多様な再生モード / 日本語ファイル名・歌詞表示対応 / 

A-B リピート機能 
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■ 電池の取り扱いについて 

 
◎電池の入れ方 
単３アルカリ乾電池を１本使用します。 

本体底面にある電池蓋を外側へスライドさせ開けます。 

極性（＋とー）を間違えないように乾電池をセットしてください。 

 
【ご注意！】 
※ 長時間使用しない場合は、乾電池を取り出して保管してください。 

※ 誤った操作をされるとデータが消去される可能性がありますので、

電池の出し入れの際は、録音・再生を停止してください。 

 

◎電池残量表示 

                       
[残量十分]    [残量やや不足]   [交換時期]   [自動電源オフ] 

【ご注意！】 
※ 電池の交換時には新品の電池をご使用ください。 

※ 電池の持続時間はお使いになる条件（電池自身の質量、音量の

高低、LCD バックライト点灯時間など）により異なります。 

 

◎電源アダプタ（オプション）について 
本製品に電源アダプタを接続すれば、バッテリ残量を気にすることな

く長時間ご使用になれます。本体底面の DC 電源差込口に電源アダ

プタを接続してご使用ください。 

【ご注意！】 
※ 電源アダプタはオプション商品となります。 
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■ 外観と各部の名称 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①内蔵マイク 

②ライン入力端子 

③イヤホン端子 

④内蔵スピーカー 

⑤REC/STOP/A-B ボタン 

⑥VOL+ボタン 

⑦VOL-ボタン 

⑧ファイル戻し（選択）ボタン 

⑨ファイル送り（選択）ボタン 

 

⑩MENU/EQ/DEL（取消）ボタン 

⑪MODE/REP ボタン 

⑫ PLAY/PAUSE/STOP （ 電 源 / 確

定）ボタン 

⑬ストラップ取付用ホール 

⑭HOLD スイッチ 

⑮電池蓋 

⑯USB 端子 

⑰DC 電源差込口 
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■ 各ボタンの機能と操作説明 

 
電源入／切、再生、一時停止、停止 

 

◎電源入／切 
電源投入は電源ボタン⑫を５秒以上長押ししてください。 

停止状態で電源ボタン⑫を５秒以上長押しすると電源が切れま

す。 

 

◎再生／一時停止／停止 
停止状態の時、PLAY ボタン⑫を押すと再生が始まります。 

再生状態で PAUSE ボタン⑫を短く（１秒以内）押すと一時停止状態

となり、再度 PLAY ボタン⑫を押すと一時停止した時点から再度、

再生を再開します。 

再生状態で STOP ボタン⑫を１秒以上長押しすると再生を終了し、

停止状態となります。 

 

◎再生モード選択 
再生中に REP ボタン⑪を押すと再生モードを選択できます。 

（ノーマル）：全曲を 1 回だけ再生し自動停止します。 

（ランダム再生）：全曲をランダム（順不同）に再生します。 

（イントロ再生）：曲の最初の約１０秒だけ再生し、順次次の

曲へ移動します。 

（全曲リピート）：全曲を繰り返し再生します。 

（１曲リピート）：指定した１曲のみを繰り返し再生します。 

 

◎イコライザ機能 
好みに合わせて６種類の音質補正ができます。 

再生中に EQ ボタン⑩を押すごとに音質が FLAT ⇒ POP ⇒ 

Class ⇒ ROCK ⇒ JAZZ ⇒ 3D の順に補正されます。 
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◎A-B リピート機能 
再生中に A-B ボタン⑤を押すと任意の A-B 間を繰り返し再生する

ことができます。1 度目に押したときにディスプレイに A-  が表

示されます。２度目に押したときにディスプレイに 
A-B

 が表示

され、A-B 間を繰り返し再生します。 

 

◎曲の送り／戻し 
再生中／停止中にファイル送りボタン⑨、ファイル戻しボタン⑧を

押すと曲を飛ばすことができます。 

 

◎早送り／巻戻し 
再生中にファイル送りボタン⑨、ファイル戻しボタン⑧を押し続ける

ことにより、曲の早送り、巻戻しができます。ボタンを離すと、再生

がはじまります。曲の経過時間は、ディスプレイで確認することが

できます。 

 

◎音量調節 
再生中に VOL+ボタン⑥、VOL-ボタン⑦を押すことにより音量の調

節を行います。 

 

◎モード切替 
待機状態から MODE ボタン⑪を押すとモードの切り替えができま

す。 

【ミュージックモード】 

音楽ファイル（MP3 フォーマット）の再生をします。 

【ライン入力モード】 

ライン入力（外部機器からの録音）と再生をします。 

【ボイスレコーダーモード】 

マイクでの会話の録音／再生をします。 

【ラジオモード】 

録音した FM ラジオの再生をします。 
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■ メニュー操作 
◎メインメニュー 

待機状態から MENU ボタン⑩を短く押すとメインメニューが表示さ

れます。 

選択ボタン⑧⑨を操作してメニューを選択し、確定ボタン⑫で確定

します。 

 

 

 

 

 

 

 

ミュージック 

音楽ファイル（MP3 フォーマット）の再生をします。 

ボイス 

マイクでの会話の録音／再生をします。 

ラインイン 

ライン入力（外部機器からの録音）と再生をします。 

FM 録音 

録音した FM ラジオの再生をします。 

FM 

FM ラジオを聴きます。 

システム設定 

システム設定を行います。 
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■ ボイス録音 
ボイスレコーダーモードでは内蔵マイクまたは外付けマイクにより音

声の録音ができます。 

 

事前設定 

 

◎マイク設定 
音声を録音するマイクを内蔵ツインマイクまたは外付けマイクから

選択します。 

 

（１） メインメニューから[システム設定]を選択します。 

（２） 選択ボタン⑧⑨を操作して[マイク設定]を選択し、確定ボタン⑫

で確定します。 

（３） 選択ボタン⑧⑨を操作して録音するマイクを選択し、確定ボタン

⑫で確定します。 

（４） （３）の状態から MENU ボタン⑩を３回押すと通常モードに戻りま

す。 

 

◎VOS 設定 
VOS 機能はメモリを節約するため、一定レベル以上の音声がない

場合は録音を一時停止し、音声を感知して自動的に録音を開始す

る機能です。 

 

（１） メインメニューから[システム設定]を選択します。 

（２） 選択ボタン⑧⑨を操作して[VOS 設定]を選択し、確定ボタン⑫

で確定します。 

（３） 選択ボタン⑧⑨を操作して VOS 機能のオン／オフを選択し、確

定ボタン⑫で確定します。 

（４） （３）の状態からMENUボタン⑩を３回押すと通常モードに戻りま

す。 

【ご注意！】 
※ VOS 機能を使用する場合、音声の頭部分が若干切れることがござ

いますのでご注意ください。 
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◎ボイス音質設定 
（１） メインメニューから[システム設定]を選択します。 

（２） 選択ボタン⑧⑨を操作して[ボイス音質設定]を選択し、確定ボ

タン⑫で確定します。 

（３） 選択ボタン⑧⑨を操作して任意の録音ビットレート（音質）を選

択し、確定ボタン⑫で確定します。 

録音時間の目安 
 録音ビットレート 音質 

128MB の場合 256MB の場合 

8kbps モノラル 2160 分 4320 分 

16kbps モノラル 1080 分 2160 分 

32kbps モノラル 540 分 1080 分 

64kbps モノラル 270 分 540 分 

96kbps モノラル 180 分 360 分 

128kbps モノラル 135 分 270 分 

※ 録音ビットレートが高いほど高音質で録音できますが、録音時間は

短くなります。 

（４）（３）の状態から MENU ボタン⑩を３回押すと通常モードに戻りま

す。
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ボイス録音の手順 

 

◎操作手順 
（１） メインメニューから[ボイス]を選択します。または、待機状態か

ら MODE ボタン ⑪を操作して、ボイスレコーダーモード 

[  ] に切り替えてください。 

（２） REC ボタン⑤を押すと録音を開始します。 

（３） 録音を一時停止するには、録音中に PAUSE ボタン⑫を押すと

ディスプレイに [  ] マークが点灯し、録音が一時停止しま

す。 

再度、PAUSE ボタン⑫を押すと、録音が一時停止した時点から

再開します。 

（４） 録音を終了するには、録音中に STOP ボタン⑤を押すとディス

プレイに [ DATA SAVE ] と表示され、録音が停止します。 

【ご注意！】 
※ ボイス録音より録音されたファイルはボイスレコーダーモードから

再生します。 

※ 録音停止操作の際、STOP ボタン⑤を押す動作が速すぎると操作

が認識されず、録音が停止しないことがあります。その際は STOP

ボタン⑤を押し込んでから、一呼吸置く間隔でボタンを離してくださ

い。 

※ 録音できるファイル数は最大で９９ファイルです。ファイル数が９９

になるとメモリ残量にかかわらず録音を終了します。 

※ 電池残量が残り少ない場合、録音が最後までできなくなる可能性

がございますので録音前に新しい電池に交換してください。 

※ 録音中に電池蓋を開けると保存中のデータが損失する可能性が

ございますのでご注意下さい。 
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■ ライン入力録音 
ライン入力モードでは付属のオーディオケーブルを使用し、CD プレー

ヤーや MD プレーヤーなどの外部機器のイヤホン端子に接続して音

楽を MP3 フォーマットで録音することができます。 

 

事前設定 

 

◎録音ファイル番号の設定 
（１） メインメニューから[システム設定]を選択します。 

（２） 選択ボタン⑧⑨を操作して[録音ファイル番号]を選択し、確定

ボタン⑫で確定します。 

（３） 選択ボタン⑧⑨を操作して任意の録音ファイル番号設定を選択

し、確定ボタン⑫で確定します。 

◇ 自動（連続） 
録音開始してから、無音部分（約２秒間）を検出し、ファイ

ルを作成して自動的に次の録音が開始されます。STOP

ボタン⑤を押すまで録音動作を続けます。 

◇ マニュアル 
録音を開始して STOP ボタン⑤を押すまでを曲数、長さに

かかわらず１つのファイルとして録音します。 

◇ 自動（１ファイル） 
録音開始してから、無音部分（約２秒間）を検出して自動

的に録音を停止します。１ファイル作成したところで録音

動作は終了されます。 

（４） （３）の状態からMENUボタン⑩を３回押すと通常モードに戻りま

す。 

【ご注意！】 
※ ノイズの多い音源や静かな音楽を録音する場合に自動ファイル番

号機能が正常に動作しないことがございますのでご注意ください。 
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◎ライン音質設定 
（１） メインメニューから[システム設定]を選択します。 

（２） 選択ボタン⑧⑨を操作して[ライン音質設定]を選択し、確定ボタ

ン⑫で確定します。 

（３） 選択ボタン⑧⑨を操作して任意の録音ビットレート（音質）を選

択し、確定ボタン⑫で確定します。 

録音時間の目安 
 録音ビットレート 

128MB の場合 256MB の場合 

32kbps 540 分 1080 分 

64kbps 270 分 540 分 

96kbps 180 分 360 分 

128kbps 135 分 270 分 

160kbps 108 分 216 分 

※ 録音ビットレートが高いほど高音質で録音できますが、録音時間は

短くなります。 

（４） （３）の状態からMENUボタン⑩を３回押すと通常モードに戻りま

す。 
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ライン入力録音の手順 

 

◎接続方法 

 

付属のオーディオケーブルを録音しよう

とする外部機器のイヤホン端子に接続

し、本機のライン入力端子②に接続しま

す。 

※外部機器の音量は、通常イヤホンで

聴くレベルにしてください。大きすぎると

再生時にノイズが出る場合がございま

す。 
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◎操作手順 
（１） メインメニューから[ラインイン]を選択します。または、待機状態

から MODE ボタン⑪を操作して、ライン入力モード [  ] に

切り替えてください。 

（２） REC ボタン⑤を押すと録音を開始します。 

（３） 録音を一時停止するには、録音中に PAUSE ボタン⑫を押すと

ディスプレイに [  ] マークが点灯し、録音が一時停止しま

す。 

再度、PAUSE ボタン⑫を押すと、録音が一時停止した時点から

再開します。 

（４） 録音を終了するには、録音中に STOP ボタン⑤を押すとディス

プレイに [ DATA SAVE ] と表示され、録音が停止します。 

【ご注意！】 
※ ライン入力録音より録音されたファイルはライン入力モードから再

生します。 

※ 録音停止操作の際、STOP ボタン⑤を押す動作が速すぎると操作

が認識されず、録音が停止しないことがあります。その際は STOP

ボタン⑤を押し込んでから、一呼吸置く間隔でボタンを離してくださ

い。 

※ 録音できるファイル数は最大で９９ファイルです。ファイル数が９９

になるとメモリ残量にかかわらず録音を終了します。 

※ 電池残量が残り少ない場合、録音が最後までできなくなる可能性

がございますので録音前に新しい電池に交換してください。 

※ 録音中に電池蓋を開けると保存中のデータが損失する可能性が

ございますのでご注意下さい。 
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電話からの会話録音 

 

◎接続方法 
（１）本機のライン入力端子②と付属の電話回線アダプタの出力端子

を付属のオーディオケーブルで接続します。 

（２）電話機本体からモジュラーコードごと受話器を取り外します。 

（３）付属のモジュラーコードを（２）で外した電話機本体のモジュラージャ

ックに差し込みます。 

（４）（３）で差し込んだモジュラーコードの反対側を付属の電話回線アダ

プタの[LINE]側のジャックに差し込みます。 

（５）最後に（２）で外した受話器のモジュラーコードを電話アダプタの

[HANDSET]側のジャックに差し込みます。 

 

◎操作手順 
操作手順はライン入力録音の操作手順と同じです。 

【ご注意！】 
※ [システム設定]より[マイク設定]を[外付けマイク]にすることで、より

鮮明に音声を録音することができます。 

※ 会話の録音ができるのは電話機本体の受話器を使用して通話し

た場合に限ります。 

※ お使いの電話機によっては音声を鮮明に録音できないことがござ

いますのでご了承ください。 
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■ FM ラジオの受信と録音 
FM モードでは FM ラジオの受信及び録音が、FM 録音モードでは録音

したラジオ放送を再生することができます。 

 

事前設定 

 

◎地域選択 
（１） メインメニューから[FM]を選択します。 

（２） MENU ボタン⑩を押し、サブメニューを表示させます。 

（３） 選択ボタン⑧⑨を操作して[地域選択]を選択し、確定ボタン⑫

で確定します。 

（４） 選択ボタン⑧⑨を操作してお使いの地域を選択し、確定ボタン

⑫で確定します。 

（５） （４）の状態から MENU ボタン⑩を２回押すと FM モードに戻りま

す。 

※ FM モードから他のモードへ切り替えるには FM モードのサブメニュ

ーから[メニュー]を選択してください。 
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◎スキャンモード選択 
ラジオチャンネルのスキャンモードを選択します。なお、本機におい

てはイヤホンが受信アンテナとして作用するため、必ずイヤホンを

イヤホン端子③に接続した状態で操作してください。 

【ご注意！】 
※ イヤホンが接続した状態になっておりませんと FM ラジオは受信で

きませんのでご注意ください。 

（１） メインメニューから[FM]を選択します。 

（２） MENU ボタン⑩を押し、サブメニューを表示させます。 

（３） 選択ボタン⑧⑨を操作して[スキャンモード選択]を選択し、確定

ボタン⑫で確定します。 

◇ 手動スキャン 
選択ボタン⑧⑨を操作して手動でラジオチャンネルを取得

します。 

取得したラジオチャンネルを保存するには該当する周波数

で確定ボタン⑫を押します。手動スキャンを終了するには

ボタン⑥⑩⑪のいずれかを押します。 

◇ 自動スキャン 
自動でラジオチャンネルを取得・保存します。 

自動スキャンを途中で中止するには STOP ボタン⑫を押し

ます。なお、電波の受信状況が悪い場合は、自動でチャン

ネルを取得できない場合がございます。 
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操作手順 
保存したラジオチャンネルをイヤホンで聴くことができます。なお、本

機においてはイヤホンが受信アンテナとして作用するため、必ずイヤ

ホンをイヤホン端子③に接続した状態で操作してください。 

【ご注意！】 
※ イヤホンが接続した状態になっておりませんと FM ラジオは受信で

きませんのでご注意ください。 

（１） メインメニューから[FM]を選択します。 

（２） 選択ボタン⑧⑨を操作して保存した任意のラジオチャンネルを

選択します。 

（３） （２）の状態でボタン⑪を押すと、現在選択しているラジオチャン

ネルを削除します。 

（４）（２）の状態で REC ボタン⑤を押すと録音を開始します。 

（５） 録音を一時停止するには、録音中に PAUSE ボタン⑫を押すと

ディスプレイに [  ] マークが点灯し、録音が一時停止しま

す。 

再度、PAUSE ボタン⑫を押すと、録音が一時停止した時点から

再開します。 

（６） 録音を一時停止するには、録音中に PAUSE ボタン⑫を押すと

ディスプレイに [  ] マークが点灯し、録音が一時停止しま

す。 

再度、PAUSE ボタン⑫を押すと、録音が一時停止した時点から

再開します。 

（７） 録音を終了するには、録音中に STOP ボタン⑤を押すとディス

プレイに [ DATA SAVE ] と表示され、録音が停止します。 
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【ご注意！】 
※ FM モードから他のモードへ切り替えるには FM モードのサブメニュ

ーから[メニュー]を選択してください。 

※ 録音停止操作の際、STOP ボタン⑤を押す動作が速すぎると操作

が認識されず、録音が停止しないことがあります。その際は STOP

ボタン⑤を押し込んでから、一呼吸置く間隔でボタンを離してくださ

い。 

※ FM モードより録音されたファイルは FM 録音モードから再生しま

す。 

※ 録音できるファイル数は最大で９９ファイルです。ファイル数が９９

になるとメモリ残量にかかわらず録音を終了します。 

※ 電池残量が残り少ない場合、録音が最後までできなくなる可能性

がございますので録音前に新しい電池に交換してください。 

※ 録音中に電池蓋を開けると保存中のデータが損失する可能性が

ございますのでご注意下さい。 
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■ ファイルの削除 

 
◎１件削除① 
（１） 各モードの待機状態から DEL ボタン⑩をディスプレイ上に 

[ DELETE YES/NO ] と表示されるまで長押しします。 

（２） 選択ボタン⑧⑨を操作して削除したいファイルを選択し、確定

ボタン⑫で削除します。 

（３） 削除をキャンセルするには MODE ボタン⑪を押せば各モードに

戻ります。 

 

◎１件削除② 
（１） メインメニューから[システム設定]を選択します。 

（２） 選択ボタン⑧⑨を操作して[ファイル削除]を選択し、確定ボタン

⑫で確定します。 

（３） 選択ボタン⑧⑨を操作して[１件削除]を選択し、確定ボタン⑫で

確定します。 

（４） 選択ボタン⑧⑨を操作して削除したいファイルを選択し、確定

ボタン⑫で削除します。 

（５） 削除をキャンセルするには MODE ボタン⑪を押せば各モードに

戻ります。 

 

◎全件削除 
（１） メインメニューから[システム設定]を選択します。 

（２） 選択ボタン⑧⑨を操作して[ファイル削除]を選択し、確定ボタン

⑫で確定します。 

（３） 選択ボタン⑧⑨を操作して[全件削除]を選択し、確定ボタン⑫

で確定します。 

（４） 全件削除をするには確定ボタン⑫で削除します。 

（５） 削除をキャンセルするには MODE ボタン⑪を押せば各モードに

戻ります。 

【ご注意！】 
※ 全件削除を実施すると本機に保存されている全てのデータが削

除されますので実施の際には十分にご注意ください。 
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■ ホールド機能 
ポケットやカバンの中での誤動作を防止するため、ホールド機能を設

けております。HOLD スイッチ⑭をオンにしますと電源投入時のみディ

スプレイ上に [ HOLD!! ] と表示され、ホールド状態であることを知ら

せますが、その他の全てのボタンは受付けません。ホールド状態を解

除するには HOLD スイッチ⑭をオフにしてください。 

 

■ システム設定 
各種システムの設定を行います。基本操作は選択ボタン⑧⑨でオプ

ションを選択、確定ボタン⑫でオプションを確定します。メニューに戻

る、または、選択をキャンセルするには（取消）ボタン⑩を押します。な

お、[*]マークが付いているオプションが現在選択中のオプションで

す。 

 

◎言語選択 
メニューの言語を[日本語]、[英語]、[中国語]から選択できます。 

 

◎ファイル削除 
保存ファイルの削除ができます。 

詳しい操作は[ファイルの削除]をご確認ください。 

 

◎EL 点灯時間設定 
バックライトの点灯時間を[OFF]、[３秒]、[５秒]、[１０秒]から選択で

きます。 

 

◎LCD 輝度設定 
バックライトの明るさを[１～６の段階]で選択できます。 

 

◎マイク設定 
音声を録音するマイクを[内蔵マイク]または[外付けマイク]から選

択します。 

詳しい操作は[ボイス録音]をご確認ください。 
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◎ボイス音質設定 
マイクから録音する音質を[８kbps]、[１６kbps]、[３２kbps]、[６４

kbps]、[９６kbps]、[１２８kbps]から選択できます。 

詳しい操作は[ボイス録音]をご確認ください。 

 

◎VOS 設定 
VOS 機能を[VOS オン]、[VOS オフ]から選択できます。 

詳しい操作は[ボイス録音]をご確認ください。 

 

◎ライン音質設定 
ライン入力録音の音質を[３２kbps]、[６４kbps]、[９６kbps]、[１２８

kbps] 、[１６０kbps]から選択できます。 

詳しい操作は[ライン入力録音]をご確認ください。 

 

◎録音ファイル番号 
録音ファイルの番号設定を[自動（連続）]、[マニュアル]、[自動（１

ファイル）]から選択できます。 

詳しい操作は[ライン入力録音]をご確認ください。 

 

◎メモリ情報 
メモリの[空き容量]、[全体容量]、[ソフトウェアバージョン]を確認で

きます。 
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■ PC 接続について 
本機を付属の USB ケーブルを使用してお使いの PC と接続すること

により大容量リムーバブルディスクとして使用でき、また、MP3 音楽フ

ァイルをコピーすれば、MP3 ミュージックプレーヤーとして使用するこ

とも可能です。 

 

◎PC 動作環境 

システム要件 PC/AT 互換機 

CPU Pentium 166MHz 以上 

OS Windows Me/2000/XP 

USB USB1.1/USB2.0 

メモリ 
32MB 以上（Windows 2000/XP の場合は 64MB 以

上推奨） 

HDD 空き容量 20MB 以上 

 

◎データの転送方法 
（１） 付属の USB ケーブルの一方の端子（大）を PC の USB 端子に

接続します。 

（２） もう一方の端子を（小）を本機の USB 端子⑯に接続します。 

（３） ディスプレイに[USB ONLINE]と表示され、本機がリムーバブル

ディスクとして OS に認識されます。 

（４） 本機が OS に認識されましたら、転送したいデータをドラッグ＆

ドロップで転送します。 

【ご注意！】 
※ お使いの PC が Windows Me/2000/XP の場合、本体と PC を付

属の USB ケーブルで接続すると自動的にドライバがインストー

ルされ、本機がリムーバブルディスクとして OS に認識されます。 

※ ファイルの転送中は絶対に USB ケーブルを外さないでください。 



 

- 28 - 

◎ダウンロードした MP3 音楽ファイルを再生するには 
インターネットなどでダウンロードした MP3 音楽ファイルを本機で再

生するには、 まず、[データの転送方法]に従い、ダウンロードした

MP3 音楽ファイルをリムーバブルディスク直下にコピーしてください。

その後、本機の[ミュージック] メニューより MP3 音楽ファイルを再

生することができます。 

【ご注意！】 
※ 本機での再生に対応している音楽フォーマットは MP3 フォーマット

のみです。MP3 フォーマット以外の音楽ファイル（セキュア MP3 含

む）は再生することができません。 

※ 本機はリムーバブルディスク直下に存在する音楽ファイルのみを

認識します。音楽ファイルをフォルダごとリムーバブルディスクにコ

ピーした場合は、認識できません。その場合は音楽ファイルをリム

ーバブルディスク直下に移動してください。 

 

◎ID3 タグ 
本機は待機中にファイル名、再生中には ID3 タグの表示を行うこと

ができます。タグが存在しない場合には、再生中もファイル名が表

示されます。 

【ご注意！】 
※ 半角文字と全角文字が混在したテキストの場合は文字化けするこ

とがありますので、文字の種類を１つで書き込んでください。また、

半角カナ文字はサポートしておりません。 

 

◎歌詞表示 
本機は音楽ファイルの歌詞表示機能に対応しております。任意の

ソフトウェアで歌詞ファイルを作成・編集し、音楽ファイルと同じディ

レクトリに同じファイル名（拡張子は含まず）で保存してください。 

【ご注意！】 
※ 歌詞ファイルのフォーマットは[LRC]フォーマットのみをサポートして

います。 
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■ トラブルシューティング 
トラブル内容 対 応 

◎ バッテリー残量が十分かご確認ください。 

電源が入らない 

◎ 電源ボタン⑫を５秒以上長押ししてください。 

録音が止まらな

い 

◎録音停止操作の際、STOP ボタン⑤を押す動

作が速すぎると操作が認識されず、録音が停止

しないことがあります。その際は STOP ボタン⑤

を押し込んでから、一呼吸置く間隔でボタンを離

してください。 

◎ バッテリー残量が十分かご確認ください。 
ディスプレイの

表示が薄い ◎ LCD 輝度の設定が最弱になっていないかご

確認ください。 

◎ 音量が 0 になってないかご確認ください。 

◎ ヘッドホンプラグが汚れていないかご確認く

ださい。 
音が聞こえない 

◎ 音楽ファイルが壊れていないかご確認くださ

い。 

◎ 再生ファイルに合った正しい言語設定がなさ

れているかご確認ください。 

◎ 半角文字と全角文字が混在したテキストの

場合は文字化けすることがありますので、文字

の種類を１つで書き込んでください。 

文字化けがす

る 

※ 半角カナ文字はサポートしておりません 
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トラブル内容 対 応 

◎ イヤホンと本体の位置を調節してお試しくだ

さい。 

◎ 近くの電子機器の電源を切ってお試しくださ

い。 

FM 受信がうまく

いかない 

※イヤホンはアンテナとして使用されます。 

PC 接続がうまく

いかない 

◎ USB ケーブルの接続及び、破損がないかご

確認ください。 

◎ 製品が対応していない音楽フォーマットを再

生しようとしている可能性がございます。再生し

ようとしている音楽ファイルのフォーマットをご確

認ください。 

音楽ファイルが

再生できない。

（製品上でファ

イルが見当たら

ない） 

◎音楽ファイルがリムーバブルディスク直下に

存在していない可能性がございます。この製品

はリムーバブルディスク直下に存在する音楽フ

ァイルのみを認識します。音楽ファイルがフォル

ダ内に存在する場合はリムーバブルディスク直

下に移動して再度お試しください。 
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■ 主な製品仕様 

メモリ容量 64MB－512MB 

録音フォーマット MP3 

128MB：2.2 時間(128kbps)～35 時間

(8kbps) 
録音時間 

256MB：4.5 時間(128kbps)～70 時間

(8kbps) 

周波数特性 20Hz-20KHz 

最大保存ファイル数 99 

サイズ (H)75mm×(W)50mm×(D)22mm 

重量 40g（電池無し） 

電源 単 3 電池 1 本 

電池持続時間 約 12 時間（イヤホン使用時） 

表示器 
128x64 ドットマトリクス EL バックライト

付 

内蔵マイク コンデンサマイク 

内蔵スピーカー 26mm 径/32 オーム 

信号対雑音比（S/N） 90dB 

最大イヤホン出力 3mW x 2 

データ転送速度 USB1.1 

※本仕様及びデザインは予告なしに変更することがございます。 
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■ 保証規定 
１．保障期間中に取扱説明書などの注意書きに従った正常な使用状

態で故障した場合には、無償保証をさせて頂きます。 

２．保証期間中の無償保証はサポート ID 登録をされた方に対して有

効です。商品ご購入後３０日以内に下記 URL よりサポート ID 登録

を行ってください。それ以外の方は商品ご購入日より３０日保証とさ

せて頂きます。 

 

http://www.accel-trade.com/support/entry.html 

 

３．この保証書は、本製品の直接購入者に限って適用されるものであ

り、他人に譲渡することはできません。また個人取引などで購入さ

れた商品は保証の対象外となります。 

４．この保証書は、本製品が組み込まれるユーザー側のコンピュータ、

ハードウェア、その他の関連システム構成などに起因する何らかの

互換性を保証するものではありません。 
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５．次の各項のいずれかに該当する場合、保証期間中でも保証の責

任を負わないものとします。 

◎保証書のご提示がない場合 

◎保証書の所定事項の未記入、字句を書き換えられたもの及び販

売店名の表示のない場合 

◎お客様によるお買い上げ後の輸送、移動、落下、その他の衝撃

による故障 

◎火災、地震、水害、落雷、その他の天災事変、公害や異常電圧

による故障及び損傷 

◎接続しているほかの機器に起因して生じた故障及び損傷 

◎商品の故障等によって生じた他の機器への影響やデータ損失な

どの損害 

◎当社以外での改造、調整、部品交換などをされた場合 

◎説明書の記載の使用方法、注意に反するお取り扱いによって発

生した故障及び損傷 

◎消耗品類の交換 

◎当社で不具合の確認が取れなかった場合 

◎外傷が酷い、付属品などが揃っていない場合 

◎お客様による OS やソフトウェアのインストールによって生じた不

具合、相性など 

◎メーカー保証書があるにも関わらず紛失している場合 

６．交換、修理後の製品の保障期間は、元の保障期間の残存期間の

満了日とします。 

７．この保証書は、再発行致しませんので、大切に保管してください。 

８．この保証書は、日本国内においてのみ有効です。 

９．この保証書は、法律上の請求原因の種類を問わず、いかなる場

合においても、本製品の使用または使用不能から生ずる損害（事

業利益の損失、事業の中断、事業情報の損失またはその他の金

銭的損害を含む）に関して当社は一切の責任を負わないものとしま

す。 

 

※この保証書は、保証規定に明示した期間、条件の下において無償

修理をお約束するものです。従って、この保証書によって、お客様の

法律上の権利を制限するものではありません。 
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【 保 証 書 】 
 

本書は、保証規定内容により、下記の保障期間中に故障が発生した

場合に無償修理させていただくことをお約束するものです。保障期間

中に故障が発生した場合は、当社まで修理のご依頼の上、本書をご

提示ください。 

 

製品番号 D8xF 

保障期間 ■ １年 

※サポート ID 登録された方のみ有効 

ご購入日 年     月     日 

お名前  

ご住所 〒 

 

ご連絡先  

お 客 様 情

報 

E-mail アドレス  

販売店名  

ご住所 〒 

 

ご連絡先  

販 売 店 情

報 

E-mail アドレス  

 

アクセルトレーディング株式会社 

〒532-0011 

大阪府大阪市淀川区西中島 3-14-9 三好第 3 ビル 302 

サポート ID 登録用 URL ： 

 http://www.accel-trade.com/support/entry.html 

FAQ（よくあるご質問とご回答） ： 

 http://www.accel-trade.com/support/faq.html 

E-mail ： support@accel-trade.com 

 


